
細
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
国

道
４
２
３
号
に
面
し
た
、
東
山
町
６
１
７

番
地
の
１
（
阪
急
バ
ス
「
東
山
」
下
車
徒

歩
約
１
分
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
軽
量

鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
造
り
で
平
屋
建
て
、
１
７

１
８
平
方
c
の
敷
地
に
延
床
面
積
を
３
０

４
平
方
c
と
し
て
建
築
し
て
い
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
（
99
平

方
c
）
を
は
じ
め
、
料
理
実
習
室
（
32
平

方
c
）、
講
座
室
（
29
平
方
c
）、
談
話
室

（
10
畳
・
12
畳
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

30
日
、
新
病
院
に
役
目
を
譲
り
、
平
成

10
年
12
月
21
日
、
取
り
壊
し
作
業
（
写

真
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
28
年
の

勤
務
以
来
、
医
師
と
し
て
は
ぐ
く
ん
で

く
れ
た
建
物
で
す
。

開
院
当
時
、
診
断
の
困
難
な
病
気
と

い
わ
れ
た
「
膵
臓

す
い
ぞ
う

病
」
に
あ
か
る
い
病

院
と
い
わ
れ
、
ま
さ
し
く
北
摂
の
基
幹

病
院
で
し
た
。

こ
れ
は
当
時
、
日
本
で
も
わ
ず
か
に

２
、
３
の
大
学
の
先
生
方
し
か
研
究
に

取
り
組
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
ほ
ど
難
し

い
こ
の
病
気
を
、
大
学
時
代
か
ら
研
究

さ
れ
て
い
た
築
山
義
雄
先

生
（
故
人
）
が
、
初
代
院
　

長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
た

め
で
す
。
院
長
は
、
そ
の
　

後
も
研
究
さ
れ
、
昭
和
34

年
秋
の
日
本
消
化
器
学
会

で
特
別
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
若
い
医
師
に
も
　

研
究
の
お
手
伝
い
の
機
会

が
与
え
ら
れ
、
私
は
、
こ
の
研
究
の
集

大
成
と
も
い
え
る
学
会
へ
の
お
供
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
去
来
す
る
40
年

の
歳
月
。
患
者
さ
ん
に
は
、
喜
ん
で
い

た
だ
い
た
方
も
、
ま
た
、
悲
し
み
を
共

に
し
た
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

市
民
病
院
は
年
々
、
そ
の
機
能
を
充

実
さ
せ
、
姿
を
変
え
て
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
付
託
に
こ
た
え

て
い
く
で
し
ょ
う
。

10

な
お
、
使
用
受
け
付
け
事
務
な
ど
は
、

従
来
通
り
、
細
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
管
理
運
営
委
員
会
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

の
細
河
第
１
会
館
は
「
中
川
原
会
館
」
と

し
て
地
元
に
移
管
し
、
第
２
会
館
は
廃
止

し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
宇
保
町
６
番
18
号
の
猪
名

津
彦
神
社
の
境
内
に
、
宇
保
・
八
王
寺
自

治
会
の
だ
ん
じ
り
を
保
管
す
る
施
設
と
し

て
、
地
車
倉
庫

が
完
成
し
ま
し

た
。木

造
平
屋
建

て
、
約
35
平
方

c
の
施
設
で
す
。

市
立
細
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

老
朽
化
、
手
狭
か
ら
、
そ
の
機
能
更

新
を
求
め
ら
れ
て
い
た
旧
市
民
病
院
は

平
成
９
年
秋
、
現
病
院
の
開
院
を
待
っ

て
、
そ
の
役
割
を
終
え
、
こ
の
ほ
ど
解

体
さ
れ
ま
し
た
。
跡
地
の
活
用
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
の
検
討
事
項

で
す
。

【
投
稿
】

旧
病
院
は
、
昭
和
26
年
10
月
30

日
に
、
入
院
ベ
ッ
ド
数
81
床
、
１

日
の
外
来
患
者
約
２
０
０
人
を
想

定
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３

階
建
て
の
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
、
当

時
と
し
て
は
数
少
な
い
白
亜
の
殿
堂
と

し
て
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
、
81
床
の
う
ち
過
半
数
が
個

室
、
残
り
が
総
室
と
い
う
構
成
で
、
新

病
院
が
規
制
の
関
係
で
有
料
個
室
が

20
％
し
か
な
い
こ
と
に
時
代
の
変
遷
を

感
じ
ま
す
。
そ
の
後
は
、
必
要
に
応
じ

て
結
核
病
棟
な
ど
が
増
改
築
さ
れ
、
２

６
４
床
、
１
日
の
外
来
患
者
約
８
０
０

人
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
思
い
出
深
い
病
院
が
平
成
９
年
９
月

4/2
F

細
河
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
が
、
４
月
２
日
F
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
大

五月山�

�

R173

�

�

吉田橋�

速
�

�
・東山バス停�

™

高橋�
¡

細河農協�

細河コミセン�

古江町�

中川原橋�

�

�

�

�

�

�

R423

猪
名
川
�

細河コミュニティセンター

使
用
し
た

い
方
は
、
使

用
希
望
日
の

２
カ
月
前
か

ら
細
河
農
業

協
同
組
合
へ

午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、

祝
休
日
を
除

く
）
に
申
し

込
ん
で
く
だ

さ
い
。
無
料

で
使
用
で
き

ま
す
。

宇保・八王寺自治会
地車倉庫

※
両
施
設
は
平
成
10
年
度
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て

整
備
し
た
も
の
で
す
。

旧
市
民
病
院
を
解
体

◇
46
年
間
、
あ
り
が
と
う
◇

市
立
池
田
病
院

名
誉
院
長

中
山
　
賢

白
亜
の
殿
堂

宇
保
・
八
王
寺

地
車

だ
ん
じ
り

倉
庫
が
完
成

こ
の
両
施
設
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ふ
れ

あ
い
課
（
1
54
・
６
２
４
４
）



�
市
で
は
今
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
文
字
や
音
声
、
動
画
な
ど
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
・
行
政
情
報
を
発
信
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
大
阪
大
学
言
語
文

化
部
の
協
力
に
よ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
語
学

講
座
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
阪
大
学
が
「
地
域
に
開
か

れ
た
大
学
」
の
実
現
を
目
指
し
た
新
し
い

試
み
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
、

オ
ン
ラ
イ
ン
語
学
教
育
シ
ス
テ
ム
で
す
。

昨
年
６
月
の
開
設
以
来
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
引

き
続
き
英
語
・
ド
イ
ツ
語
講
座
を
開
設
す

る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
文
化

的
な
話
題
を
随
時
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
も
追

市 政 ト ピ ッ ク ス �
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「
今
月
の
表
紙
」
は
、
”
ふ
る
さ
と

池
田
“
を
再
発
見
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
、

１
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
変
え
、
こ
れ
ま

で
画
家
の
先
生
方
に
制
作
し
て
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。

５
月
１
日
号
か
ら
は
、
10
年
度
市
美

術
展
入
賞
者
の
12
人
に
、「
池
田
の
交

差
点
」
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
角
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
号
か
ら
順
に
、
竹
中
豊
秋
さ
ん

（
箕
面
市
）、
清
水
信
子
さ
ん
（
川
西
市
）、

上
村
淳
子
さ
ん
（
五
月
丘
２
丁
目
）、

木
村
雅
年
さ
ん
（
室
町
）、
徳
永
久
子

さ
ん
（
豊
中
市
）、
筒
井
健
三
さ
ん

（
伏
尾
町
）、
三
瀬
真
作
さ
ん
（
西
宮
市
）、

岩
渕
佳
代
子
さ
ん
（
五
月
丘
１
丁
目
）、

吉
久
眞
知
子
さ
ん
（
井
口
堂
２
丁
目
）、

下
川
由
紀
さ
ん
（
大
阪
市
平
野
区
）、

八
ツ
本
賀
津
子
さ
ん
（
宝
塚
市
）、
鍵

谷
泰
司
さ
ん
（
豊
能
町
）
が
描
き
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

開
設
＝
６
月
１
日
c

対
象
＝
池
田
マ

ル
チ
メ
デ
イ
ア
1
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ

ロ
バ
イ
ザ
に
加
入
し
て
い
る
方
　
定
員
＝

英
語
・
ド
イ
ツ
語
と
も
各
30
人
　
費
用
＝

無
料
　
申
し
込
み
受
付
期
間
＝
４
月
15
日

e
〜
30
日
f
に
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
お
よ
び
本

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
メ
ー
ル
に
よ
る

受
け
付
け

¡http://w
w
w
.w
om
bat.or.jp/

¡http://w
w
w
.city.ikeda.osaka.jp/

1
申
し
込
み
人
数
が
定
員
を
超
え
た
と
き

は
、
抽
選
や
メ
ー
ル
の
交
換
な
ど
で
の
選

考
に
よ
り
決
定
し
、
ご
本
人
に
直
接
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
同
教
室
に
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
ウ
ォ

ン
バ
ッ
ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｄ
番
号
を
割

り
付
け
て
、
学
習
や
教
室
か
ら
の
連
絡
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

3
本
講
座
で
は
、
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
３
・

０
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ

ー
ラ
ー
３
・
０
以
上
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

4
本
講
座
は
、
リ
ア
ル
プ
レ
イ
ヤ
ー
機
能

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
行
政
情
報
課
（
1
54
・

６
２
１
５
）

加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

開
設
講
座
＝
英
語
、
ド
イ
ツ
語
　
開
設

予
定
＝
６
月
１
日
c

開
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
＝http://w

w
w
.city.ikeda.osaka.jp/

※
こ
の
講
座
は
、
自
習
室
と
し
て
い
つ
で

も
、
だ
れ
で
も
ア
ク
セ
ス
し
て
、
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
電
子

掲
示
板
」
に
よ
る
質
疑
応
答
や
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
の
添
削
指
導
を
受

け
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン

語
学
教
室
」
も
引
き
続
き
設
置
し
、
次
の

要
領
で
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

藤井義則さんが、このほど、
厚生援護功労者として厚生大臣
表彰を受賞されました。
昭和43年に、池田市身体障害

者福祉会に入会されて以来、役
員として長年、会運営に尽力。
現在も会長として、自ら２級第
１種の体幹機能
障害のハンディ
を克服し、福祉
会活動をはじめ、
地域社会の福祉
向上に努力され
ています。

藤井さんが
厚生大臣表彰

藤
井
義
則
（
ふ
じ
い
・

よ
し
の
り
）
さ
ん

（
神
田
１
丁
目
、
68
歳
、
無
職
）

あ
な
た
も
新
世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

大
阪
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
語
学
講
座

B
今
年
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
Bオ

ン
ラ
イ
ン
語
学
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
語
学
教
室

そ
の
他
の
注
意
事
項

厚生大臣�
  表   彰�

◇
５
月
か
ら
本
誌
「
今
月
の
表
紙
」

の
制
作
者
が
変
わ
り
ま
す
◇

10
年
度
市
美
術
展
入
賞
者
が
担
当

英語・ドイツ語
が学べます

1999.4.1




